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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細は別添参照） 

平成２９年９月７日(木) 

 

（２）保安検査実施者 

川崎原子力規制事務所 

原子力保安検査官 梶田 啓悟 他 

 

２．保安検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について、関係者聴取、資料検査及び

現場立入り等により保安規定の遵守状況の確認を行った。 

 

（１）基本検査項目 

① 施設等の老朽化に対する保守管理及び設備更新等の実施状況 

② 予防処置の実施状況 

 

（２）追加検査項目 

なし 

    

３．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「施設等の老朽化に対する保守管理及び設備更新

等の実施状況」及び「予防処置の実施状況」を検査項目として検査を実施した。 

「施設等の老朽化に対する保守管理及び設備更新等の実施状況」については、

保守管理等が施設の状況を踏まえて適切に実施されていることを確認するとともに、

長期にわたって点検が未実施な施設、設備がないことを確認した。 

「予防処置の実施状況」については、本年６月に発生した「日本原子力研究開発

機構大洗研究開発センターにおける核燃料物質の飛散に伴う作業員の汚染事故」

を踏まえ、他の核燃料施設等で得られた知見について、自らの施設に対し不適合の

発生を予防するための保安活動（処置の必要性の検討・評価を含む）が行われている

ことを確認した。 

検査の結果、各検査項目について、保安規定に基づいて保安活動が実施されて

おり、検査を行った範囲においては、保安規定違反となる事項は認められなかった。 

 

 

（２）検査結果 
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① 施設等の老朽化に対する保守管理及び設備更新等の実施状況 

施設、設備の老朽化が進む中、それを踏まえた点検、更新が必要であり、これら

保守管理等が施設の状況を踏まえて適切に実施されているかについて検査を行うと

ともに、長期にわたって点検が未実施な施設、設備に係る対応状況について検査

を行った。また、各施設のリスクを踏まえ必要に応じて設備更新等の工事管理にお

いて既存施設への安全確保に配慮がなされているか検査を行った。 

検査の結果、Ｎ２８－２は、平成１０年に運用を開始した施設であり、年１回、

定期的に実施している自主検査において、廃棄物の保管容器を除き、異常が認め

られていないことから、予防保全の観点から施設外壁の防水舗装補修等を実施し

ているが、施設・設備の更新は行っていないことを、「定期自主検査結果（平成２８

年４月２８日）」、「保管管理業務計画（平成２８年３月２９日）」等の記録及び関

係者聴取により確認した。 

保管容器については、平成２７年１０月２２日、著しい腐食が発見さ れたことか

ら、保管容器を収納棚から取り出して底面を含む詳細点検を実施するとともに、腐

食が進んでいる保管容器の容器交換を行っていることを「Ｎ２８ドラム缶点検補修

（その２）に関する完了報告書（平成２９年８月３１日）」等の記録及び関係者聴取

により確認した。 

詳細点検及び容器交換は、要領書を定め、施設・設備に損傷を与えないよう

留意して実施しており、当該要領書は、詳細点検の経験等を踏まえて、放射線安

全委員会の審議を経て改定が行われていることを、「保管容器（廃棄物ドラム缶）

点検要領書の改定について（答申）（平成２９年５月２２日）」、「放射線安全委員

会議事録（平成２９年４月２５日開催）」等の記録及び関係者聴取により確認し

た。 

また、保安上特に管理を必要とする設備に対する定期的な自主検査の対象と

なっていない廃棄施設のダクトについても検査を実施しており、長期にわたって点検

が未実施の施設・設備はないことを、「定期自主検査結果（平成２８年４月２８

日）」等の記録及び関係者聴取により確認した。 

原子力技術研究所長は、年２回実施している内部監査の結果を踏まえ、定期

的なマネジメントレビューを実施しており、平成２９年３月２１日に行われたマネジメン

トレビューにおいて、所長の総括として、施設管理の長期的な計画立案を進めるこ

とを所員に指示していることを、「平成２８年度マネジメントレビュー記録」等の記録

及び関係者聴取により確認した。 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につ

いて違反は認められなかった。 

 

② 予防処置の実施状況 
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本年６月に発生した「日本原子力研究開発機構大洗研究開発センターにおけ

る核燃料物質の飛散に伴う作業員の汚染事故」を踏まえ、他の核燃料施設等で

得られた知見について、自らの施設に対し不適合の発生を予防するための保安活

動（処置の必要性の検討・評価を含む）が行われているか検査を行った。 

検査の結果、最新の知見を収集するために、原子力関係のトラブル情報や関係

法令の改定情報等を外部委託により収集し、管理職位、原子炉主任技術者等

にメールで展開するとともに、全所員がアクセスできる電子掲示板に掲示し、周知し

ていることを、「核セキュリティ文化情勢の情報、他事業所等の事例情報（平成２５

年下期～）（ファイル）」等の記録及び関係者聴取により確認した。 

日本原子力研究開発機構大洗研究開発センターにおける核燃料物質の飛散

に伴う作業員の汚染事故についても情報収集が行われていること、Ｎ２８－２で保

管している核燃料物質は、主としてウランでプルトニウムは極微量であり、ポリ容器

等に封入して鋼製ドラム缶に収納しているが、ポリ容器の放射線分解で発生する

気体の量やヘリウムガス発生量は極めて微量であることを確認しており、化学形態

からみてもガス発生による影響はなく、Ｎ２８－２において予防処置の必要はないと

評価していることを、「核燃料物質貯蔵容器内容物の気体発生リスク検証結果

（平成２９年８月１日）」等の記録及び関係者聴取により確認した。 

廃棄物保管容器の容器交換は、事前に放射線作業計画を作成し、管理区域

責任者が、放射線管理室長の審査と核燃料取扱主務者の確認を得て承認し、

グリーンハウスを設けて実施する等の汚染防護処置を講じて実施していることを、

「放射線作業計画（平成２９年３月２９日作成）」等の記録及び関係者聴取により

確認した。 

また、容器交換作業を開始する前に、要領書等を用いて教育を行うとともに、万

一の汚染事故に対応するため、除染用資機材を汚染検査室に常備し、放射線管

理室員に除染に係る教育を行っていることを、「保安教育・訓練実施記録（平成２

９年４月７日）」等の記録、関係者聴取及び現場立入により確認した。 

以上のことから、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況につ

いて違反は認められなかった。 

 

（３）違反事項 

なし 

 

４．特記事項 

  なし



 

（別添） 

 

保安検査日程 

 

月日 ９月８日（木） 

午前 

●初回会議 

○施設等の老朽化に対する保守管理及び設備更新等の実施状況 

午後 

○予防処置の実施状況 

○現場確認 

●チーム会議 

●まとめ会議 

注）○：基本検査項目  ●：会議等 


